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風を感じる電子回路キット

組立説明書

エレ工房　さくらい

風を感じる電子回路キット

組立説明書
第１版　２００８年７月２９日

※本キットを組み立てる際には次の工具が必要です。
　・ハンダゴテ、ハンダ、エポキシ接着剤
　・ニッパー、ラジオペンチ、
※次の工具があると便利です。
　・ハンダ吸取線、ハンダ吸取器
※本キットにはケース、基板取付用ネジ、スイッチ、
　ハンダ、乾電池などは含まれていません。



　　図１　回路図　　
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図２　部品配置図（銅箔の無い方から見た図）
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに
　この度は風を感じる電子回路キットをお買い求めい
ただき、誠にありがとうございます。
　本キットを組み立てる際には本書をよくお読みにな
るようお願い申しあげます。

　　注意
・ハンダゴテは高温になります。切り忘れなどの
不注意は火事などの原因となります。取扱には十
分注意してください。
・ハンダゴテ、刃物などの工具は十分注意して
扱ってください。火傷、ケガの原因となります。

２．２．２．２．梱梱梱梱包内容包内容包内容包内容
　本キットには以下のものが梱包されています。
　組立の前に必ず確認してください。万一不足品や破
損品がありましたら、誠にお手数ですが　エレ工房　
さくらい　まで御連絡ください。
　・組立説明書（本書） ・・・１部
　・専用基板 ・・・１枚
　・部品
　　・ＩＣ　 ＬＭ３５８ ・・・１個

ＬＭ３５ＤＺ ・・・２個
　　・ＩＣソケット　８Ｐｉｎ用 ・・・１個
　　・ダイオード　１Ｓ２０７６Ａ ・・・１個
　　・ＬＥＤ ３Φ赤 ・・・２個

３Φ緑 ・・・１個
　　・炭素皮膜抵抗２２０Ω（赤赤茶金） ・・・１個

　２.２ｋΩ（赤赤赤金）・・・３個
　　　　　　　　　１０ｋΩ（茶黒橙金） ・・・７個
　　・半固定抵抗　５００ｋΩ（５０４） ・・・１個
　　・電解コンデンサ　１０μＦ ・・・１個
　　・積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ ０．１μＦ ・・・２個
　　・単三×４本用電池ＢＯＸ ・・・１個
・お直し券 ・・・１枚

３．回路の概略説明３．回路の概略説明３．回路の概略説明３．回路の概略説明
　本キットの回路図を図１に示します。
　温度センサＩＣ、ＬＭ３５ＤＺは、１℃あたり１０
ｍＶの電圧を出力します。このＩＣに熱源を接着し
て、出力電圧を測ると、風が無い時には熱源からの熱
で出力電圧は高くなりますが、風があたって熱が奪わ
れると、風が無い時に比べて温度が低くなりますの
で、出力電圧は小さくなります。つまり、風の強弱を
電圧に置き換える事ができます。ただし、このままで
は、例えば出力電圧が高い時でも、風が無くてセンサ
の温度が上がっているのか、風があるけれど周囲の温
度が高いためなのか判りません。そこで、もう一つ同
じ温度センサを用意して、熱源付きのセンサの出力と
の「差」を取れば、周囲の温度による影響はキャンセ
ルされる事となります。
　本キットでは、熱源有／無の２つの温度センサＬＭ
３５ＤＺの出力を、オペアンプＩＣ、ＬＭ３５８に
よって電圧の「差」だけを取り出しています。ＬＭ３
５８は２回路入りですから、もう一つの回路部分「
差」の電圧を増幅して、２つのＬＥＤで風の強弱を表
示しています。

　温度センサに取り付ける熱源には、抵抗を利用して
います。

４．４．４．４．製作製作製作製作
　部品配置図を図２に示します。
　まず、エポキシ接着剤を使って、２２０Ωを２つあ
るＬＭ３５ＤＺのうちの１つの、平らな面に接着して
ください。抵抗は熱源として使用しますので、ＩＣに
ピッタリと密着するようにしてください。
　接着剤が十分に固まったら（数時間～１日後）、抵
抗のリード線をＩＣにハンダ付けしてください。

　次に基板に部品をハンダ付けして行きます。抵抗→
ジャンパ→ダイオード→ＩＣソケット→積層セラミッ
クコンデンサ→半固定抵抗→ＬＥＤ→電解コンデンサ
とハンダ付けを進めると工作しやすいと思います。
　ジャンパは切り取って余った抵抗のリード屑を基板
の間隔に合わせて「コ」の字型に曲げて、基板に挿し
こみハンダ付けしてください。
　この段階ではＩＣソケットにＬＭ３５８は挿し込ま
ないでください。
完成を急がす、ゆっくりと、一箇所ずつ確認しながら
工作するのが、無事に完成するためのコツコツコツコツです。

５．完成したら・・・５．完成したら・・・５．完成したら・・・５．完成したら・・・
　無事完成したなら、
　・部品の付け違いはないか
　・ブリッジやイモハンダはないか
　をよく確認してください。
　ＯＫならばＩＣソケットにＬＭ３５８をシッカリ
と挿しこみ、半固定抵抗のつまみをドライバーなど
で右一杯の位置に回して、新しい乾電池をセットし
てください、３つのＬＥＤのうち、緑（パイロット
ランプ）が点灯し、２つの赤ＬＥＤが消灯（あるい
は点灯後１０秒くらいの内に消灯）していれば、ま
ずはＯＫです。
　温度センサに風があたらないように注意して数分
間放置して、半固定抵抗を少しずつ左に回してみて
ください。緑ＬＥＤの反対側の赤ＬＥＤが点灯する
はずです。ほんのりと点灯する位置に半固定抵抗を
調節してさらに数十秒放置するとＬＥＤは消灯する
か暗くなっていると思いますので、少しだけ半固定
抵抗を左に回してギリギリ消灯する位置に調節して
ください、これで調整は完了です。



　温度センサに風を当ててみてください。ウチワで
軽くあおぐ程度の風で赤ＬＥＤ１つが点灯し始め、
風を強くするともう一つのＬＥＤも点灯し始めると
思います。

※本キットでは点灯／消灯が切り替わるのではな
く、風によってじんわりと点灯をはじめます。

※温度センサが温まったり冷えたりするには、どう
しても時間がかかりますので、風に対しての反応時
間は長くなってしまいます。風があたってもすぐに
ＬＥＤは点灯せず、数秒後にゆっくりと点灯しはじ
めます。風が無くなっても、ＬＥＤはゆっくりと消
灯して行きます。

※本キットでは熱源からの熱量を安定化していませ
んので、電池の消耗と共に調整はずれてしまいま
す。長時間安定した動作を望む場合、電源を乾電池
ではなく５Ｖか６Ｖの安定化電源にして動作させて
ください。

※ＬＭ３５ＤＺを基板の外に取りつける場合、０．
１μＦとＬＭ３５ＤＺの出力端子に接続している１
０ｋΩはＬＭ３５ＤＺのすぐ近くに取りつけるよう
にしてください。ＬＭ３５ＤＺのみ離してしまう
と、誤動作の原因となる事があります。

※使用用途についてのお願い※※使用用途についてのお願い※※使用用途についてのお願い※※使用用途についてのお願い※
　本キットはあくまでも工作を楽しむための「おも
ちゃ」です。送風ファンの監視など、おもちゃ以外の
用途には間違っても使用しないでください。

６．動作しないとき６．動作しないとき６．動作しないとき６．動作しないとき
　正常に動作しない場合もう一度部品の付け違いやハ
ンダ付け、電源電圧や極性をチェックしてください。
　それでも解決しない場合下記までご連絡ください。
　どうしても動作しない場合、同封の「お直し券」に
必要事項と返信用切手を同封の上ご返送ください。

エレ工房　さくらい
〒３３８－０００６
埼玉県さいたま市中央区八王子５－４－１２

渋谷コーポ２－２０２号
E-mail　 ecw@mail.interq.or.jp
hp  　http://www.interq.or.jp/www-user/ecw/


